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専修大学広報課

４
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

あ
っ
た
。
一
般
市
民
ら
約
80

人
が
、
本
学
が
所
蔵
す
る
古

典
籍
を
題
材
に
、
か
な
文
字

と
漢
字
の
関
係
性
な
ど
に
耳

を
傾
け
た
。

　
川
崎
市
多
摩
区
と
、
同
区

に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
大
学

で
つ
く
る
多
摩
区
・
３
大
学

連
携
協
議
会
の
協
定
締
結
10

周
年
記
念
事
業
の
一
環
。
ま

た
、
専
修
大
学
図
書
館
編
の

選
書
「
Ｓ
Ｉ
　
Ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ｅ

ｔ
ｔ
ｏ
　
日
本
語
の
風
景
」

の
出
版
を
記
念
し
て
い
る
。

　
講
師
を
務
め
た
の
は
、
選

書
の
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る

斎
藤
達
哉
文
学
部
教
授
（
日

本
語
史
）。
古
典
籍
で
は
日

本
語
を
書
く
と
き
、
本
の
内

容
に
よ
っ
て
使
用
す
る
文
字

が
異
な
る
こ
と
を
説
明
し

た
。
事
実
の
記
録
や
知
識
の

供
与
の
場
合
、
漢
字
が
主
体

で
補
助
的
に
カ
タ
カ
ナ
を
使

用
。
一
方
、
物
語
や
絵
が
挿

入
さ
れ
て
い
る
観
賞
目
的
の

も
の
は
、
か
な
文
字
が
主
体

で
漢
字
は
抑
え
ら
れ
て
い

る
。「
漢
詩
漢
文
が
正
式
と

い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
長

く
続
い
た
。
明
治
期
の
『
専

修
学
校
創
立
主
旨
』
も
漢
字

＋
カ
タ
カ
ナ
と
い
う
表
記
に

な
っ
て
い
る
」と
解
説
し
た
。

　
生
田
図
書
館
で
は
、
選
書

や
講
演
で
使
用
し
た
古
典
籍

を
展
示
し
た
企
画
展
「
和

（
や
ま
と
し
）
う
る
わ
し
｜

日
本
語
の
風
景
」
を
１
〜
10

日
に
開
催
。
絵
巻
物
や
さ
ま

ざ
ま
な
時
代
の
古
典
籍
25
点

を
展
示
し
、
日
本
語
表
記
の

変
遷
を
た
ど
っ
た
。

　
４
日
は
斎
藤
教
授
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
あ

り
、
参
加
し
た
市
民
は
熱
心

に
絵
巻
物
な
ど
を
見
比
べ
て

い
た
。

　
学
校
法
人
専
修
大
学
は
、

宮
城
県
石
巻
市
よ
り
多
額
の

寄
付
を
頂
い
た
。
寄
付
は
、

石
巻
専
修
大
学
創
立
25
周
年

記
念
事
業
を
支
援
す
る
も
の

で
、今
春
完
成
し
た「
石
巻
専

修
大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ハ

ウ
ス
」（
学
生
寮
）
の
建
設
に

寄
与
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
６
月
30
日
、
日

髙
義
博
理
事
長
が
石
巻
市
の

亀
山
紘
市
長
を
訪
ね
感
謝
状

を
贈
っ
た
。日
髙
理
事
長
、亀

山
市
長
は
と
も
に
、
今
後
も

地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
と
し

て
人
材
育
成
な
ど
で
協
力
し

あ
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
石
巻
専
修
大
学
は
１
９
８

９
年
、
石
巻
圏
域
の
要
請
を

受
け
開
学
。
周
辺
自
治
体
と

連
携
し
、
数
々
の
事
業
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
２
０
０
８

年
に
は
石
巻
市
と
地
域
活
性

化
や
産
業
振
興
な
ど
に
関
す

る
包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
な

ど
関
係
は
深
い
。
11
年
３
月

の
東
日
本
大
震
災
で
は
避
難

者
を
受
け
入
れ
る
と
と
も

に
、
市
の
要
請
を
受
け
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設

置
。
震
災
直
後
か
ら
学
内
に

「
復
興
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
、
宮
城
県

や
石
巻
市
と
と
も
に
、
防
災

に
関
わ
る
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。

　
石
巻
市
周
辺
で
は
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
学

生
の
住
居
確
保
の
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
学
生
寮
整
備

に
石
巻
市
も
支
援
の
意
向
を

示
し
た
。

　
市
役
所
を
訪
問
し
た
日
髙

理
事
長
は
「
多
大
な
寄
付
を

頂
き
あ
り
が
た
い
」
と
感

謝
。
亀
山
市
長
は
「
石
巻
専

修
大
学
は
こ
の
圏
域
で
重
要

な
位
置
づ
け
。
大
学
や
学
校

法
人
専
修
大
学
と
連
携
し
な

が
ら
地
域
を
活
性
化
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

大
学
院
経
済
学
研
究
科
に
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
リ
サ
ー
チ
コ
ー
ス
16
年
度
開
講
…
…
❷

商
学
部
創
立
50
周
年
記
念
特
殊
講
義
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
サ
イ
ト
Ⅱ
」
…
…
…
❻

文
・
板
坂
ゼ
ミ
生
　
ま
ん
が
で
読
む
古
典
入
門
書
の
編
集
に
協
力
…
…
…
…
…
❼

校
友
・
井
坪
さ
ん
毎
日
書
道
展
「
毎
日
賞
」
／
育
友
会
支
部
懇
談
会
日
程
…
…
❽

校
友
会
　
新
会
長
に
小
宮
多
喜
次
氏
／
定
時
総
会
開
催
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❾

経
営
・
庄
子
ゼ
ミ
　
街
歩
き
イ
ベ
ン
ト
／ 

女
子
競
走
部
活
躍
…
10

石
巻
専
修
大
学

　
い
よ
い
よ
夏
本
番
。
今
年

は
就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
後
ろ
倒
し
さ
れ
、
８
月
１

日
が
企
業
の
選
考
活
動
解
禁

日
と
な
る
。
就
活
生
に
は
将

来
を
決
め
る
た
め
の
挑
戦
の

夏
に
な
る
。

　
た
だ
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
経
団
連
の
指
針
で
あ
り
、

実
際
に
は
既
に
就
職
活
動
は

本
格
化
し
て
い
る
。
就
職
指

導
委
員
会
委
員
長
の
見け

ん

目も
く

洋

子
商
学
部
教
授
は
、
か
つ
て

の
就
職
氷
河
期
も
専
大
生
は

乗
り
切
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、

「
今
年
は
景
況
も
い
い
。
お

お
ら
か
に
構
え
て
、
社
会
に

出
る
切
符
を
ど
の
よ
う
な
も

の
に
す
る
か
考
え
、
自
分
に

と
っ
て
大
切
な
時
間
に
な
る

よ
う
行
動
し
て
ほ
し
い
」
と

説
く
。

　
４
年
次
生
に
と
っ
て
最
も

大
事
な
の
は
自
己
分
析
。

「
自
分
を
よ
く
見
直
し
、
自

分
ら
し
さ
を
確
認
し
て
」
と

呼
び
掛
け
る
。
そ
の
上
で
、

ネ
ッ
ト
情
報
で
は
な
く
、
自

分
の
目
と
耳
と
足
で
希
望
の

業
界
・
企
業
を
確
か
め
る
こ

と
が
大
切
と
指
摘
す
る
。

　
３
年
次
生
以
下
の
学
生
も

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
夏
に
な
る
だ
ろ

う
。
学
業
、
留
学
、
サ
ー
ク

ル
活
動
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
。

「
通
常
の
学
内
だ
け
の
活
動

を
超
え
て
、
積
極
的
、
実
践

的
な
活
動
を
ひ
と
つ
は
し
よ

う
」
と
見
目
教
授
。
そ
れ
は

き
っ
と
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

の
宝
物
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
さ
あ
こ
の
夏
、
あ
な
た
は

何
に
挑
戦
し
ま
す
か
。

▶
　
「
就
職
活
動
は
つ
ら
い
け
ど
、
自
分
を
見
つ
け
る

チ
ャ
ン
ス
」
と
前
向
き
に
語
る
就
活
中
の
４
年
次

生

７
月
４
日
、
育
友
会
就
職
懇
談
会

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
２

・
３
号
館
（
仮
称
）
の
新
築

工
事
が
７
月
か
ら
始
ま
っ

た
。
学
生
が
積
極
的
に
学
ぶ

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

中
核
施
設
と
、
大
学
院
の
研

究
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
社
会
知
性
の
開
発
の
新

し
い
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
と
期

待
さ
れ
る
。

　
新
２
・
３
号
館
は
２
０
１

１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
被

害
を
受
け
た
旧
２
・
３
号
館

跡
地
に
建
設
。
延
べ
床
面
積

は
計
９
７
９
４
平
方
㍍
。
２

号
館
は
地
下
１
階
地
上
２
階

建
て
。
音
響
・
映
像
設
備
が

充
実
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
と
、
２
０

０
人
程
度
収
容
で
き
る
ラ
ー

ニ
ン
グ
シ
ア
タ
ー
を
中
心

に
、
学
生
参
加
型
の
創
造
的

な
授
業
を
行
う
場
と
な
る
。

ガ
ラ
ス
張
り
で
、
隣
接
す
る

生
田
緑
地
に
溶
け
込
む
よ
う

な
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
。

　
３
号
館
は
地
上
７
階
建
て

で
大
学
院
生
教
室
、
教
員
研

究
室
が
中
心
。
最
上
階
に
は

都
心
ま
で
見
渡
せ
る
多
目
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
る
。

　
両
号
館
は
低
層
部
分
で
つ

な
が
る
。
16
年
12
月
完
成
予

定
で
、
17
年
４
月
か
ら
使
用

さ
れ
る
。

　
７
月
８
日
に
行
わ
れ
た
地

鎮
祭
に
は
約
80
人
が
出
席
。

日
髙
義
博
理
事
長
や
矢
野
建

一
学
長
は
じ
め
大
学
・
工
事

関
係
者
が
工
事
の
安
全
を
祈

っ
た

写
真
。

　
日
髙
理
事
長
は
「
学
生
が

積
極
的
に
勉
強
す
る
空
間
が

出
現
す
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
」
と
語
っ
た
。
ま
た

矢
野
学
長
は
「
19
年
の
専
修

大
学
創
立
１
４
０
年
に
向
け

て
、
新
２
・
３
号
館
を
ベ
ー

ス
に
、
さ
ら
に
飛
躍
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

▼　日髙理事長（右）と亀山石巻市長

日
本
語
表
記 

変
遷
た
ど
る 

 

知
的
探
訪
公
開
講
座

　
日
本
語
の
表
記
の
特
徴
を

ひ
も
と
く
専
修
大
学
知
的
探

訪
公
開
講
座
「
日
本
語
の
風

景
｜
文
字
は
ど
の
よ
う
に
書

か
れ
て
き
た
の
か
」
が
７
月

石
巻
市
が
石
巻
専
修
大
に
多
額
寄
付

生
　
田

新
２
・
３
号
館
建
設
始
ま
る

▲　日本語の文字の表記について紹介した

図書館企画展＝７月４日

挑戦の夏 就活本格化
自
己
分
析
が
大
事

４
・
５
面

就
職
特
集


